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大
正
10
年（
１
９
２
１
年
）、

日
本
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
完
成

シ
リ
ー
ズ
●

大
正
10
年（
１
９
２
１
年
）
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平
生
釟
三
郎
の
こ
と
ば�
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平
生
釟
三
郎
述
「
私
は
斯
う
思
ふ
」（
昭
和
11
年
発
行
）よ
り
�

大
正
６
〜
８
年
、
臨
時
教
育
会
議
が
総
理
大

臣
の
諮
問
に
応
じ
て
教
育
制
度
の
改
革
案
を
答

申
し
た
結
果
、
尋
常
科
４
年
・
高
等
科
３
年
の

７
年
制
高
等
学
校
の
制
度
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
一
貫
教
育
を
主
張
し
て
い
た
平

生
釟
三
郎
は
、
い
ち
早
く
こ
の
制
度
に
着
目
し
、

甲
南
中
学
校
を
７
年
制
高
等
学
校
に
し
よ
う
と

決
心
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
伊
藤
忠
兵
衛（
平
生
釟
三
郎
に
後
継
者
と

目
さ
れ
て
い
た
人
物
。
平
生
の
没
後
、
甲
南
学

園
理
事
長
に
就
任
。
後
の
伊
藤
忠
商
事
会
長
）

が
、
長
期
の
安
全
性
を
考
慮
し
、
欧
米
で
流
行

し
て
い
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
を
強
く
主

張
し
ま
し
た
。
校
舎
の
建
築
様
式
に
つ
い
て
、

理
事
の
多
く
は
木
造
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

平
生
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
賛
成
し
、

大
正
９
年
２
月
に
施
工
を
開
始
。
そ
し
て
大
正

10
年
４
月（
１
９
２
１
年
）、
つ
い
に
日
本
初
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
校
舎（
西
館
）が
完
成
し
た
の
で
す
。

全
国
の
高
等
学
校
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

採
用
し
た
の
は
甲
南
が
初
め
て
で
し
た
。

威風堂々とした風格ある佇まいが、当時の教育思想を偲ばせます。
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大学生活の実際
キャンパスは時代を映す鏡

特集



〈今回の表紙〉
日ごとに秋色が深まる9月。甲南大学は、いよい

よ後期のスタートです。夏休みを終えリフレッ

シュした学生達の生き生きとした表情が、キャ

ンパスにもどってきました。
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21
世
紀
を
目
前
に
ひ
か
え
た

現
在
。
成
熟
し
た
消
費
社
会
を

背
景
に
自
由
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
、
新
し
い
価
値
基
準
が
誕

生
。
情
報
社
会
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
が
登
場
し
、
ま
た
、
学
生

達
の
生
活
は
格
段
に
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
大
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
、
ど
の
よ
う
に
様
変
わ
り

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
甲
南
大
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
寄
せ
ら
れ

た
、
２
２
５
通
の
中
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
、
そ
の
リ
ア
ル
な
実

像
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

特集◎大学生活の
実際キャンパスは

時代を映す鏡

昭和31年から甲南大学と学習院大学が毎

年、開催している伝統の大会、学習院大学

対甲南大学運動競技総合定期戦。その第25

回記念と第41回記念として植樹されたのが

『学習院戦の樹』です。まず最初に、第25

回記念として昭和56年４月25日に月桂樹を、

次いで第41回記念として平成８年４月27日

に山ももが植樹されました（学習院大学に

も、昭和55年と平成7年に月桂樹が植樹さ

れています）。双方とも現在、２号館西側

の場所に植えられています。

キャンパスの一隅で、そっと学生達の姿

を見つめ続けてきた『学習院戦の樹』―あ

なたの知らない甲南大学の歴史が、こんな

ところにもあります。

甲 南 大 学 ・ 再 発 見

学習院戦の樹

D i s c o v e r  
K o n a n

第25回記念の月桂樹

第41回記念の山もも

甲南大生ライフスタイル・アンケートより

目　次



●
登
校
日
数

全
学
年
平
均
で
は
、
週
４
〜
６
日
に

集
中
し
て
い
ま
す
が
（
図
Ｂ
）、
学
年

別
に
見
る
と
週
５
日
登
校
す
る
学
生
数

は
、
１
年
次
が
飛
び
抜
け
て
多
く

（
84.

３
％
）、
次
い
で
２
年
次
（
55.

１
％
）、
３
年
次（
37.

９
％
）、
４
年
次

（
18.

６
％
）
と
続
き
ま
す
。
逆
に
週
１

〜
３
日
し
か
登
校
し
な
い
の
は
、
１
年

次
は
０
％
、
対
し
て
４
年
次
に
な
る
と

53.

４
％
に
増
加
。
年
次
を
経
る
ご
と

に
登
校
日
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

●
試
験
勉
強

試
験
勉
強
は
「
友
達
と
複
数
で
勉
強

す
る
」
よ
り
、「
１
人
で
勉
強
す
る
」

が
圧
倒
的
に
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、

試
験
対
策
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

が
ノ
ー
ト
の
貸
し
借
り
を
行
っ
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
（
図
Ｃ
）。
男
女
別
で

比
べ
て
も
、
こ
の
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
ま
せ
ん
。

●
授
業
態
度
と

日
常
の
予
習
・
復
習

授
業
中
に
「
ほ
と
ん
ど
ノ
ー
ト
は
と

ら
な
い
」
と
い
う
学
生
は
少
数
で
し
た

（
図
Ｄ
）。
と
は
い
え
、
す
べ
て
ノ
ー
ト

し
て
い
る
学
生
は
、
約
半
数
し
か
い
な

い
と
い
う
の
も
事
実
で
、『
は
じ
め
か

ら
人
の
ノ
ー
ト
を
あ
て
に
し
て
い
る
人

を
見
る
と
、
く
や
し
い
。
自
分
も
含
め

て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
達
が
ば
か
み

た
い
に
思
え
て
し
ま
う
か
ら
』
と
い
う

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
授

業
に
「
遅
刻
は
し
な
い
」
が
29.

９
％
、

「
た
ま
に
遅
刻
を
す
る
」
が
49.

３
％
で
、

遅
刻
す
る
割
合
が
遅
刻
し
な
い
よ
り
上

回
っ
て
い
ま
す
。
予
習
・
復
習
に
つ
い

て
は
、「
た
ま
に
す
る
」
も
含
め
て
予

習
は
29.

４
％
、
復
習
は
37.

３
％
と
い

う
結
果
に
。
ま
た
「
途
中
で
出
席
し
な

く
な
っ
た
授
業
が
あ
る
」
は
年
次
が
上

が
る
に
つ
れ
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す（
１
年
次
７.

５
％
、
２
年
次
８.

５
％
、

３
年
次
11.

９
％
、
４
年
次
12.

９
％
）。

●
読
書
量
と
新
聞

雑
誌
や
教
科
書
以
外
の
読
書
量
に
関

し
て
は
、
全
体
で
、
読
む
人
と
読
ま
な

い
人
の
傾
向
が
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
図
Ｅ
）。
ま
た
、
学
部
に
よ

っ
て
も
読
書
量
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
図
Ｆ
）。
新
聞
に
関
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
「
毎
日
」

（
39.

９
％
）か
「
と
き
ど
き
」（
37.

８
％
）

読
ん
で
お
り
、
特
に
男
子
学
生
の
約
半

数
（
47.

２
％
）
が
毎
日
、
新
聞
を
読
ん

で
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

●
図
書
館
利
用
状
況

約
３
割
の
学
生
が
、
週
に
１
回
以
上

は
図
書
館
を
利
用
し
て
お
り
、
月
に
１

〜
２
回
の
利
用
者
も
含
め
る
と
、
７
割

を
超
え
ま
す
（
図
Ｇ
）。
そ
の
傾
向
を

学
年
別
で
見
る
と
、（
月
１
〜
２
回
以

上
の
利
用
者
内
訳
）
３
年
次
が
最
も
多

く
（
29.

４
％
）、
次
い
で
１
年
次
の
27.

５
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

●
課
外
活
動
が
活
発
な
甲
南
大
学

甲
南
大
学
で
は
、
学
園
創
立
以
来
、

学
問
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
間
性
を

育
む
教
育
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
精
神
は
、現
在
も
受
け
継
が
れ
、

た
と
え
ば
、
全
体
の
約
半
数
が
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
所
属
（
図
Ｉ
）、
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甲
南
大
生
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
Ⅰ

共
存
す
る
多
様
化
と
画
一
化
。

類
型
化
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
と

自
己
主
張
の
は
ざ
ま
で

学
業
編

■（B）1週間の平均登校日数（全体） ■（A）有効回答数
225人の内訳

［学部別内訳］

●文学部�
●理学部�
●経済学部�
●法学部�
●経営学部�

25.4％�

19.4％�
18.9％�

22.4％�

13.9％�

［男女比］

●男�
●女�
●無回答�

45.3％�

43.3％�

11.4％�

［学年別］

●1年次�
●2年次�
●3年次�
●4年次�

25.4％�

24.4％�28.8％�

21.4％�

■（C）試験勉強についての対策（全体）※複数回答可
100％�
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0％�

80.5％�
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1
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勉
強
す
る�

友
達
と
複
数
で�

勉
強
す
る�

ノ
ー
ト
を
借
り
た
こ
と
が
あ
る�

ノ
ー
ト
を
貸
し
た
こ
と
が
あ
る�

で
き
る
だ
け�

情
報
を
収
集
す
る�

■（D）ノート状況に見る授業態度（全体）
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べ
て
ノ
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ト
す
る�

た
ま
に
ノ
ー
ト
す
る�

ほ
と
ん
ど�
ノ
ー
ト
は�

と
ら
な
い�

無
回
答�

■（E）読書状況（全体）※雑誌・教科書以外の読書量
100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�

37.8％�

20.4％�29.8％�

7.0％�4.5％�
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い�

年
5
〜
6
冊
�

月
1
〜
2
冊
�

週
1
〜
2
冊
�

週
3
冊
以
上
�

0.5％�

無
回
答�

■（F）本を月1～2冊読む人の内訳（学部別）
※雑誌・教科書以外の読書量

●文学部�
●理学部�
●経済学部�
●法学部�
●経営学部�

�

� � � �

�
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16.7％�
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13.3％�

■（G）図書館利用状況（全体）
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ほ
と
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用
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月
1
〜
2
回
�

週
1
〜
2
回
�

週
3
〜
4
回
�

ほ
ぼ
毎
日
�

0.5％�

無
回
答�

■（H）図書館を月1～2回利用する人の内訳
（学部別）

●文学部�
●理学部�
●経済学部�
●法学部�
●経営学部�

�

� � � �

�

27.4％�

15.4％�
25.3％�

17.6％�

14.3％�

4.0％�4.5％�6.0％�

21.9％�

49.7％�

13.4％�
0.5％�

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�
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週2日� 週4日� 週6日�

大学生活の実際
キャンパスは時代を映す鏡

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
変
化
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
大
学
生
。

し
か
し
、
実
際
、
大
学
生
は
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

甲
南
大
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
学
業
、
課
外
活
動
、
生
活

の
３
つ
を
柱
に
50
の
質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

課
外
活
動
編
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ト
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携
帯

電
話
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
含
め
る
と
、
96.

０
％

が
所
有
し
て
お
り
、
す
で
に
学
生
の
ほ

ぼ
全
員
に
普
及
し
て
い
る
と
い
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
月
の
使
用
料
は
、
５,

０
０
０
〜
１
０,
０
０
０
円
未
満
が
最
も

多
く
（
55.

４
％
）、
２
０,
０
０
０
円
以

上
と
い
う
人
も
１.

６
％
い
ま
し
た
。

●
食
生
活
と
喫
煙

自
宅
生
の
51.

６
％
は
、
三
食
し
っ
か

り
食
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
自
宅
外
生

の
59.

５
％
は
た
ま
に
食
事
を
抜
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
は
「
全
く
飲
ま

な
い
」「
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
」「
月
に

１
〜
２
回
」
を
合
わ
せ
て
全
体
の
35.

３
％
。
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
人
が
全
体

の
75.

１
％
で
、
飲
酒
量
も
喫
煙
率
も

か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

変
化
し
た
と
い
わ
れ
る
大
学
生
、

し
か
し
そ
の
本
質
は
変
わ
ら
ず

現
代
の
学
生
は
情
報
社
会
や
消
費
社

会
を
背
景
に
育
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
情
報
や
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
る
中
、
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
き

男
女
差
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

●
ク
ラ
ブ
活
動
状
況

ど
の
程
度
の
時
間
を
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
活
動
に
あ
て
て
い
る
か
を
見
る

と
、
週
２
〜
３
日
が
最
も
多
く
（
34.

４
％
）、
１
日
あ
た
り
の
平
均
活
動
時

間
は
２
〜
４
時
間
が
中
心
（
63.

１
％
）

で
し
た
。
ほ
ぼ
、
毎
日
活
動
し
て
い
る

学
生
も
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
１
割
以
上

お
り
、
中
に
は
１
日
６
〜
８
時
間
活
動

す
る
と
い
う
学
生
も（
１.

０
％
）。

●
ク
ラ
ブ
活
動
を
始
め
た
動
機

63.

４
％
の
学
生
が
自
主
的
に
ク
ラ
ブ

活
動
を
始
め
て
お
り
、
勧
誘
さ
れ
て

（
36.

６
％
）の
約
２
倍
と
い
う
結
果
で

す
。
勧
誘
さ
れ
て
始
め
た
学
生
で
も
、

未
経
験
だ
が
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た
と

い
う
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
総
じ
て
新

し
い
こ
と
に
対
す
る
学
生
の
積
極
的
な

姿
勢
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た（
図
Ｊ
）。

●
社
会
活
動
と
し
て
の
課
外
活
動

23.

９
％
の
学
生
が
な
ん
ら
か
の
形

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
経

験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
年
別
に
見
る

と
３
年
次
が
最
も
多
く
（
29.

３
％
）、

次
い
で
２
年
次
（
22.

４
％
）
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
の

内
容
で
は
「
募
金
」
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
障
害
者
支
援
」「
高
齢
者
支
援
」

が
続
き
ま
す
（
図
Ｌ
）。

●
住
居
環
境

約
８
割
の
学
生
が
自
宅
か
ら
大
学
に

通
っ
て
い
ま
す
（
図
Ｍ
）。
さ
ら
に
部

屋
の
広
さ
は
自
宅
生
・
自
宅
外
生
と
も

に
６
〜
８
畳
未
満
が
最
も
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
52.

２
％
（
自
宅
）、
45.

２
％
（
自

宅
外
）と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
宅
外
生
の
１
か
月
の
住
居

費
（
光
熱
費
を
含
む
）
で
最
も
多
か
っ

た
の
が
、
６
〜
８
万
円
で
全
体
の
50.

０
％
を
占
め
ま
し
た
。

●
ア
ル
バ
イ
ト
と
収
支

ア
ル
バ
イ
ト
は
全
体
の
72.

６
％
が

行
っ
て
お
り
、
そ
の
平
均
収
入
は
４
〜

６
万
円
未
満
と
６
〜
８
万
円
未
満
が
中

心
で
す
。
中
に
は
20
万
円
以
上
と
答
え

た
学
生
も（
図
Ｎ
）。

ア
ル
バ
イ
ト
の
職
種
で
は
男
女
と
も

に
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
最
も
多
く

（
男
子
57.

１
％
・
女
子
46.

８
％
）、
ま

た
、
男
子
に
比
べ
て
女
子
の
「
家
庭
教

師
」
の
率
が
高
い
の
も
特
徴
的
で
す

（
男
子
９.

５
％
・
女
子
26.

５
％
）。

●
通
信
環
境

家
庭
で
の
所
有
分
も
含
め
、
８
割
を

超
え
る
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
お

り
、
内
６
割
が
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
昔
は
団
体
行
動
を
す

る
学
生
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
今
は

２
〜
３
人
で
の
行
動
が
中
心
。こ
れ
は
、

携
帯
電
話
の
普
及
を
は
じ
め
情
報
環
境

の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う

で
す
。
団
体
行
動
な
し
で
も
し
っ
か
り

と
し
た
連
携
が
可
能
と
い
う
わ
け
で

す
。ス
タ
イ
ル
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

今
も
昔
も
、
学
生
間
の
絆
の
強
さ
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い

っ
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
を
駆
使
し
、
合
理
的
で
能
動
的
な

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
現
代
の
大
学

生
。
甲
南
大
生
も
、
ま
た
そ
の
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
、
高
度
な
情
報

活
用
能
力
を
自
然
に
身
に
付
け
て
い
ま

す
。
膨
大
な
情
報
が
激
し
い
ス
ピ
ー
ド

で
流
れ
て
い
く
社
会
の
中
で
は
、
自
分

に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
見
極
め
、
活

用
す
る
能
力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
そ
ん
な

時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
学
生
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
活
編

■（J）クラブ活動を始めた動機（全体）

勧誘されて�

自主的に�

以前からしていた�
  5.8％�

未経験�
だが挑戦�
 34.2％�

未経験�
だが挑戦�
 30.8％�

以前からしていた  29.2％�

■（I）クラブ活動参加状況（男女の年次別）
※サークル活動も含んでいます

男�
女�

女�

女�

女�

男�

男�

男�

69.6％�
52.2％�

26.1％� 無回答4.3％�
47.8％�

37.5％�
64.7％�

62.5％�
35.3％�

41.7％�
46.2％�

58.3％�
53.8％�

50.0％� 50.0％�
47.6％� 52.4％�

1年次�

2年次�

3年次�

4年次�

参加している�参加していない�

■（K）1週間のクラブ活動日数（男女別）

週1日�

週2～3日�

週4～5日�

週6～7日�

不定期�

その他�

17.8％� 22.2％�

33.3％� 35.6％�

6.7％� 11.1％�

11.1％� 15.6％�

24.4％� 11.1％�

6.7％� 4.4％�

男� 女�

■（L）ボランティア参加状況（全体）

●募金�
●高齢者支援�
●障害者支援�
●環境保護�
●災害救援�
●その他�

27.0％�

15.8％�

17.6％�

9.5％�

15.8％�

14.3％�

■（M）住居区分（全体）

自宅�

自宅外�

79.1％�

マンション�
16.4％�

アパート  2.0％�
下宿  2.0％� 無回答  0.5％�

■（N）1カ月の収入（全体）
※アルバイトや保護者援助等の総合計月平均

●2万円未満�
●2～4万円未満�
●4～6万円未満�
●6～8万円未満�
●8～10万円未満�
●10～15万円未満�
●15～20万円未満�
●20万円以上�
●無回答�

7.9％�

13.4％�

20.4％�

20.4％�

12.4％�

13.9％�

4.5％�
0.5％�

6.6％�

■（O）アルバイト職種（男女別）※複数回答可

57.1％� 46.8％�

28.1％�

7.8％�

4.6％�

26.5％�

6.2％�

0％�

6.2％�

男� 女�

販売・サービス業�

飲食業�

労働作業�

事務作業�

家庭教師�

塾講師�

コンピュータ・�
プログラム�

その他�

26.9％�

6.3％�

3.1％�

9.5％�

4.7％�

3.1％�

3.1％�

■（P）パソコンの所有状況（全体）

81.6％�

18.4％�

●パソコンを�
　持っている�

●パソコンを�
　持っていない�

■（Q）持っているパソコンの種類（全体）

●デスクトップ�

●ノート型�

●両方持っている�

59.7％�31.1％�

9.2％�

■（R）自宅でのインターネット利用状況（全体）

●利用している�

●利用していない�

●無回答�

62.7％�

31.8％�

5.5％�

■（S）携帯電話・PHS所有状況（全体）
※複数回答可

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�

95.0％�

1.0％�1.0％� 0％� 3.0％�

携
帯
電
話�

携
帯
電
話
�

2
台
以
上
�

P
H
S

P
H
S
�

2
台
以
上
�

持
っ
て
い
な
い
�

大学生活の実際
キャンパスは時代を映す鏡
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約
４
割
が
成
績
に
悩
み
、

４
人
に
１
人
が
ダ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル
に
関
心
を
示
す

全
体
の
４
割
弱
が
、
成
績
や
単
位
取

得
に
つ
い
て
悩
み
、
さ
ら
に
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
約
半
数
が

悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た（
図
Ｂ
）。
ま
た
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

（
大
学
以
外
の
各
種
学
校
に
通
う
こ
と
）

に
関
し
て
は
、
現
在
通
っ
て
い
る
人
も

含
め
、
４
人
に
１
人
が
関
心
を
示
し
て

い
ま
す
（
図
Ｄ
）。
な
か
で
も
「
こ
れ

か
ら
通
お
う
と
思
っ
て
い
る
」
は
、
年

次
別
に
み
る
と
２
年
次
が
最
も
多
く

28.

５
％
、
次
い
で
３
年
次
が
17.

２
％

と
い
う
結
果
に
。
こ
れ
は
、
就
職
活
動

が
本
格
化
す
る
前
に
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
で
専
門
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て

お
こ
う
と
い
う
就
職
に
対
す
る
高
い
意

識
の
現
れ
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

学
業
と
も
う
ま
く
両
立
。

充
実
し
た
内
容
の
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

「
ま
あ
ま
あ
両
立
し
て
い
る
」
を
含

む
と
、
全
体
の
７
割
以
上
の
人
が
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
と
学
業
の
両
立
が

で
き
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た

（
図
Ｅ
）。
さ
ら
に
全
体
の
６
割
以
上
の

人
が
充
実
し
た
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活

動
と
感
じ
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
（
図
Ｆ
）。
た
だ
し
、
経

済
的
な
負
担
が
大
き
い
と
い
う
声
が
３

割
強
あ
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
『
現
在
４
年
次
で
、
今
ま

で
ク
ラ
ブ
活
動
ば
か
り
に
力
を
注
ぎ
す

ぎ
た
。
も
っ
と
就
職
の
た
め
に
資
格
取

得
な
ど
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
っ
た
と

思
う
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
。

卒
業
後
の
進
路
選
択
は
、

ほ
と
ん
ど
が
就
職
を
希
望

卒
業
後
の
進
路
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「
就
職
」
と
考
え
て
お
り
、
男
子
の
な

か
に
は
起
業
家
を
目
指
す
人
も（
図
Ｇ
）。

こ
れ
を
学
年
別
で
み
る
と
、
特
に
４
年

次
が
卒
業
後
の
進
路
に
関
し
て
の
意
識

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

進
路
選
択
は
男
子
の
方
が
、
よ
り
関
心

を
持
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す（
図
Ｈ
）。

進
路
選
択
の
情
報
源
は
、
就
職
部
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
少
し
上
回
る
結

果
に（
図
Ｉ
）。

就
職
部
に
関
し
て
は
『
７
月
に
就
職

が
決
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
就
職
部
の
情
報
は
大
変
役
に

立
つ
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
学

生
を
援
助
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
、

４
年
次
の
女
子
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

■（A）学生生活で最も重視していることは？
（男女別） ※複数回答可

勉強・研究�

クラブ活動�

友人�

資格取得�

アルバイト�

趣味�

ファッション�

特になし�

その他�

男� 女�

27.4％� 22.9％�

10.9％� 16.0％�

37.3％�

8.7％� 13.7％�

42.5％�

12.0％� 10.3％�

21.9％� 9.1％�

5.4％� 3.4％�

6.5％� 3.4％�

3.2％� 5.7％�

■（C）在学中に取得したい資格（全体）
（既に取得している資格も含む：複数回答可）

13.4％�
7.9％�3.9％�

35.3％�38.3％�

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�
4.9％�4.4％�6.4％�6.9％�7.9％�

15.9％�17.4％�
9.9％�

教
員�

図
書
館
司
書�

日
本
語
教
員�

語
学
検
定�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・�

ワ
ー
プ
ロ
関
係�

宅
建
主
任
者�

通
関
士�

一
般
国
内
旅
行
業
務�

取
扱
主
任
者�

秘
書
検
定�

法
律
関
係�

会
計
・
簿
記
関
係�

そ
の
他�

関
心
が
な
い�

（
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
な
ど
）�

（
公
認
会
計
士
、
税
理
士
な
ど
）�

■（D）ダブルスクール（大学以外の各種学校等に通うこと）
について（全体）

●現在通っている�
●以前は通っていた�
●これから通おうと�
　思っている�
●関心がない�
●その他�
●無回答�

5.0％�
5.0％�
2.0％�

17.9％�17.4％�

52.7％�

■（E）クラブ活動と学業の両立について
（全体）

2.9％� 1.0％�

●うまく両立している�
●まあまあ両立している�
●どちらともいえない�
●あまり両立していない�
●両立していない�

32.0％�

43.7％�

20.4％�

■（G）卒業後の希望進路について（男女別）

就職�

独立（起業）�

進学�

留学�

その他�

無回答�

まだ何も�
考えていない� 22.0％� 11.5％�

61.5％�

1.1％� 0％�

77.0％�

9.9％� 6.9％�

1.1％� 2.3％�

2.2％� 2.3％�

2.2％� 0％�

男� 女�

■（H）進路選択のこだわり意識（男女別）

男� 女�

したい仕事に徹底的に�
こだわりたい�

ある程度は妥協を�
覚悟している�

仕事と夢は�
別々に考えている�

まったく�
こだわらない�

その他�

無回答� 1.1％� 1.1％�

1.1％� 1.2％�

6.6％� 5.8％�

2.2％�

46.2％�

42.8％�

9.2％�

56.3％�

26.4％�

■（I）進路において重視する情報源（全体）
※複数回答可

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�

41.2％�

就
職
部�

情
報
誌
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
�

友
人
�

親
�

先
輩
�

先
生
�

そ
の
他
�

16.4％�

46.7％�

8.9％�6.9％�10.4％�6.9％�6.9％�

■（F）クラブ活動に関する意識（全体）※複数回答可
80％�

60％�

40％�

20％�

0％�
と
て
も�

充
実
し
て
い
る�

惰
性
で
�

続
け
て
い
る
�

や
め
よ
う
と
�

思
っ
て
い
る
�

練
習
時
間
が
�

長
す
ぎ
る
�

経
済
的
負
担
が
�

大
き
い
�

人
間
関
係
に
�

悩
ん
で
い
る
�

卒
業
後
も
�

続
け
て
い
き
た
い
�

卒
業
後
は
や
め
よ
う
と
�

割
り
切
っ
て
い
る
�

60.1％�

7.7％�7.7％�

33.0％�

13.5％� 12.6％�

22.3％�

8.7％� 46.1％�

59.7％�

男�

女�

35.6％�

48.2％�

20.6％�
13.7％�14.9％�

24.1％�
18.3％�17.2％�16.0％�

8.0％�8.0％�

37.3％�37.3％�

12.0％�
5.4％�

13.1％�

26.3％�

4.3％�

17.5％�
8.7％�9.1％� 9.1％�

0％�

10％�

20％�

30％�

40％�

50％�

60％�

70％�

10％�

20％�

30％�

40％�

50％�

60％�

70％�
●�
卒
業
後
の�

進
路�

●�

成
績
・�

単
位
取
得�

●�

人
生
・�

生
き
方�

●
異
性
関
係�

●
容
姿�

●
性
格�

●
経
済
的
問
題�

●
友
人
関
係�

●
ア
ル
バ
イ
ト�

●
ク
ラ
ブ�

●
健
康�

●
そ
の
他�
甲
南
大
生
の
胸
の
内

■（B）現在、どんな悩みがありますか？（男女別）※複数回答可

大学生活の実際
キャンパスは時代を映す鏡

●
甲
南
大
生
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
Ⅱ

※サークル活動も含ん
でいます
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岡
山
県
出
身
の
河
野
君
は
、
理
学
部

応
用
化
学
科
の
３
回
生
。
６
畳
半
の
部

屋
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
、
３
年
を

迎
え
ま
し
た
。

「
１
１
０，
０
０
０
円
の
仕
送
り
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
家
賃
が
結
構
高
い

の
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
金
が
か
か
る

の
で
、
基
本
的
に
食
事
は
自
炊
で
す
。

ご
飯
を
炊
い
て
、
簡
単
な
お
か
ず
を
作

っ
て
…
。
と
に
か
く
白
米
が
大
好
き
。

今
、
１
番
欲
し
い
も
の
は
？
っ
て
聞
か

れ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
白
米
か
も
（
笑
）」。

そ
ん
な
彼
の
所
属
ク
ラ
ブ
は
文
化
会

児
童
福
祉
研
究
会
。
河
野
君
は
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

「
ク
ラ
ブ
で
旅
行
に
行
く
こ
と
が
多
い

の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
は
ほ
と
ん
ど
貯

金
へ
。
９
月
は
ク
ラ
ブ
で
の
旅
行
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」。

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
彼
。

「
身
体
の
不
自
由
な
子
供
達
の
た
め
に

リ
ハ
ビ
リ
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
活
動
も
そ
う
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
子
供

達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
通
し
て
、
僕
自
身
、

す
ご
く
や
り
が
い
や
充

実
感
を
感
じ
ま
す
ね
。
も
と
も
と
子
供

が
大
好
き
な
の
で
、
将
来
は
保
育
士
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

学
業
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
毎
日
が
と
て
も

充
実
し
て
い
る
と
い
う
河
野
君
。
純
粋

で
真
摯
な
彼
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

兵
庫
県
出
身
の
武
井
さ
ん
は
、
経
済

学
部
の
３
回
生
。
自
宅
か
ら
片
道
70
分

か
け
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

武
井
さ
ん
は
約
10
年
に
わ
た
っ
て
軟

式
テ
ニ
ス
を
続
け
て
お
り
、
甲
南
大
学

で
も
体
育
会
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
同
好
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
パ
ー
ト
に
所
属
。
さ
ら
に

週
に
３
回
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
に
も
通
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
女
性

で
す
。

「
自
宅
通
学
な
の
で
生
活
費
は
そ
ん
な

に
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
貯
金

し
た
い
の
で
お
弁
当
を
持
っ
て
き
た

り
、
節
約
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
衣
服

も
基
本
的
に
は
去
年
着
て
い
た
も
の
で

事
足
り
る
の
で
、
あ
ま
り
買
わ
な
い
で

す
ね
。
貯
金
を
す
る
理
由
―
―
そ
れ
は

テ
ニ
ス
の
た
め
。
こ
の
夏
に
は
合
宿
で

岐
阜
県
へ
、
試
合
遠
征
で
山
梨
県
と
千

葉
県
へ
行
き
ま
す
」。
そ
ん
な
武
井
さ

ん
は
昨
年
、
１
９
９
９
年
関
西
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
会
選
抜
新
進
戦
で
優

勝
を
お
さ
め
た
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
テ
ニ
ス
ス
ク
ー

ル
の
フ
ロ
ン
ト
と
家
庭
教
師
を
こ
な

し
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
は
合
宿
の
積
立
や

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
携
帯
電
話
料
な
ど
に

使
う
そ
う
。

爽
や
か
な
笑
顔
と
活
動
的
な
姿
勢
が

魅
力
的
な
武
井
さ
ん
。そ
の
行
動
力
は
、

き
っ
と
彼
女
の
素
晴
ら
し
い
将
来
を
切

り
開
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

河
野
雅
広
君
の
場
合

武
井
あ
ゆ
み
さ
ん
の
場
合

子供たちと過ごす大切な時間。河野君の
生き生きとした姿が印象的です。

大学生活の実際
キャンパスは時代を映す鏡

月� 火� 水� 木� 金� 土�日�

バイト�
もしくは�
クラブ�

授業�

授業� 授業� 授業� 授業�

実験� 実験�

クラブ�バイト�

クラブ�
もしくは�
ボランティア�

バイト�
ボランティア�

9:00

12:00

15:00

18:00

22:00

9:00

12:00

15:00

18:00

22:00

■河野雅弘君　1週間のスケジュール

ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
子
供
達
と
ふ
れ
あ
う
日
々
―
―

か
け
が
え
の
な
い
時
間
か
ら
見
つ
け
た
自
分
自
身
と
充
実
し
た
学
生
生

活
。
そ
ん
な
河
野
君
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
彼
の
純
粋
な
人
格
を
映
し

出
し
て
い
ま
し
た

10
年
間
に
わ
た
る
テ
ニ
ス
生
活
を
は
じ
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

毎
日
を
過
ご
す
武
井
さ
ん
。

ま
ず
は
身
体
を
動
か
し
て
み
る
―
―
彼
女
を
見
て
い
る
と

そ
ん
な
言
葉
が
自
然
と
浮
か
ん
で
き
ま
す

文化会児童福祉研究会のクラブ活動を週に1～2回、ボランティア
活動を週に2回行っている河野君。子供達とふれあう時間を大切
にすることで、自身も充実した日々を過ごせるという彼。そんな
河野君の真摯な姿勢が感じられるスケジュールです。

将来は保育士か、化学系のメー
カーを目指しています。

部屋でくつろぐ河野君。趣味は
サイクリング、気分転換に近場
の自然の中へ出かけます。

食費�
住居費・水道光熱費�
勉学費（参考書籍等）�
交通費�
通信費（携帯電話等）�
衣料費�
娯楽・交際費�
貯金�
その他�

支出�
30,000円�
66,500円�

 �
 �

6,000円�
 �
 �
 �

22,500円 �
�

アルバイト�
保護者から�
奨学金�
その他�
　�

収入�

支出合計�約125,000円� 収入合計�約125,000円�

15,000円�
110,000円�

 �
 �

　 �
 

一人暮らしの河野君。支出の「その他」は月により何に使うかは
っきり決まっていないもの。食費も変動が激しいそうです。「つ
い最近も“3日で85円”で乗り切りました（笑）」とは彼の弁。

■河野雅弘君　1か月の収支

月� 火� 水� 木� 金� 土�日�

バイト�

自由�
活動�

クラブ�

授業� 授業�

授業�

授業�

授業�

クラブ�

家庭教師�
家庭教師�

スポーツ�
ジム�

スポーツ�
ジム�

スポーツ�
ジム�

バイト�

バイト�

バイト�

9:00

12:00

15:00

18:00

22:00

9:00

12:00

15:00

18:00

22:00

■武井あゆみさん　1週間のスケジュール

1週間のうち、スポーツをする日が5日という、とてもアクティブ
な日々を過ごしている武井さん。「毎日、なにか身体を動かして
いないと落ち着かない」という彼女らしいスケジュールです。

食費�
住居費・水道光熱費�
勉学費（参考書籍等）�
交通費�
通信費（携帯電話等）�
衣料費�
娯楽・交際費�
貯金�
その他�

支出�
13,000円�

　�
2,000円�
 13,000円�
14,000円�
5,000円�
15,000円�
31,000円�

　 �
�

アルバイト�
保護者から�
奨学金�
その他�
　�

収入�

支出合計� 約93,000円� 収入合計� 約93,000円�

80,000円�
13,000円�

 �
 �
　 �
 

自宅から通学している武井さん。アルバイトでの収入が80,000円。
そのうちの31,000円を、テニスの合宿や試合遠征のために貯金し
ています。

■武井あゆみさん　1か月の収支

甲
南
大
生
の
日
常友達とキャンパスでひととき楽

しくおしゃべり。
アルバイトのテニススクール
で、笑顔で対応する武井さん。

テニスに夢中の武井さん（右）ですが、ゆ
くゆくは留学し、異文化にもふれたいそう。

理
学
部
応
用
化
学
科

３
年
次

経
済
学
部

３
年
次

あ
る
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与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
”こ

う
い
う
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
“と
、

自
分
た
ち
で
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
が
実
に
印
象
的
で
す
。

後
期
は
新
設
さ
れ
た
法
廷
教
室

で
の
模
擬
裁
判
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
女
子
学
生
が

指
導
教
授
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

た
と
し
て
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
。
裁
判
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
す
。

授
業
は
毎
週
、
１
つ
の
班
が
課

題
に
つ
い
て
作
成
し
た
小
問
を
中

心
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
交
え
な

が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
。
全
員
が
意

見
を
交
わ
す
の
で
、
授
業
中
は
か

な
り
白
熱
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
恥
ず
か
し
が

ら
ず
に
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
積

極
的
に
発
言
し
ま
す
。
自
主
的
で
、

能
動
的
な
生
徒
が
多
い
の
も
こ
う

し
た
授
業
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の
も

渡
辺
ゼ
ミ
の
特
長
。
法
廷
見
学
な

ど
研
究
活
動
の
参
考
に
な
る
体
験

は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
も
盛
ん
で
す
。

ま
さ
に
、
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
、

ゼ
ミ
生
た
ち
は
か
け
が
え
の
な
い

友
情
も
育
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。Box 

Close-up 
クラブ紹介

高
い
自
主
性
と
行
動
力
が
自
慢

の
陸
上
競
技
部
は
、
甲
南
大
学
で

最
も
古
い
歴
史
を
誇
る
ク
ラ
ブ

１
９
２
３
年
、
旧
制
甲
南
高
等

学
校
開
学
と
同
時
に
創
部
さ
れ
た

体
育
会
陸
上
競
技
部
は
、
甲
南
大

学
で
最
も
古
い
歴
史
を
誇
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
現
在
、
関
西
学
生
陸
上

競
技
連
盟
の
１
部
校
に
所
属
。
ま

た
、
関
西
学
生
対
校
駅
伝
で
も
昨

年
は
８
位
の
成
績
を
お
さ
め
、
今

後
は
さ
ら
に
上
位
に
入
賞
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
５
日
、
甲
南
大
学
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
陸
上
競
技
場
で
行

い
、
主
将
を
中
心
に
、
短
距
離
・

中
距
離
・
跳
躍
・
投
擲
の
各
競
技

別
に
パ
ー
ト
長
を
設
け
、
日
々
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
自
体
が
ク
ラ
ブ
の
運

営
や
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
計
画
を

ゼ
ミ
を
通
し
て
、
深
ま
る
絆
。

楽
し
く
学
ぶ
中
で
得
る

か
け
が
え
の
な
い
学
友
た
ち

夫
婦
や
親
子
関
係
、
相
続
な
ど
、

家
庭
内
の
法
律
問
題
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
事
件
処
理
の
管
轄
は
家
庭
裁

判
所
か
、
そ
れ
と
も
地
方
裁
判
所

か
、
そ
こ
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る

研
究
成
果
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

№
１
よ
り
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
１
を
目
指
す

「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
関
連

す
る
無
機
機
能
材
料
の
創
製
」、
具

体
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

等
に
使
用
さ
れ
る
種
々
の
電
子
部

品
材
料
の
新
規
開
発
を
目
的
と
し

た
、
電
気
化
学
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る

学生の目線で巡る
甲南大学

Seminar

Laboratory

ゼ ミ 訪 問

研究レポート

甲 南
Campus
Tour

の
か

―
渡
辺
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の

よ
う
な
家
族
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争

に
関
す
る
全
般
的
な
問
題
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
行
い
ま
す
。

前
期
は
、
遺
産
相
続
を
中
心
に
、

国
籍
法
に
至
る
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル

な
領
域
で
の
議
論
展
開
が
さ
れ
ま

し
た
。
相
続
財
産
や
国
籍
の
問
題

な
ど
は
、
ゼ
ミ
生
の
将
来
に
も
関

わ
る
、
と
て
も
身
近
な
テ
ー
マ
。

機
能
性
（
導
電
性
、
磁
性
お
よ
び

化
合
物
半
導
体
等
）
薄
膜
の
形
成
、

膜
特
性
お
よ
び
成
膜
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
無

機
工
業
化
学
研
究
室
。

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
①
Ｕ
Ｌ
Ｓ

Ｉ
微
細
配
線
の
形
成
を
目
的
と
し

た
湿
式
成
膜
法
の
開
発
、
②
樹
脂

の
表
面
改
質
を
利
用
す
る
機
能
性

薄
膜
の
形
成
、
③
環
境
対
応
型
鉛

フ
リ
ー
ス
ズ
基
合
金
の
電
析
。
こ

の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
と
の
関
係

か
ら
、
エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク
ス
関
連

企
業
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、

研
究
成
果
の
実
用
化
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

技
術
的
常
識
は
過
去
か
ら
の
貴

重
な
遺
産
で
す
が
、
科
学
技
術
の

理学部応用化学科
縄舟秀美教授

『無機工業化学研究室』

Laboratory進
歩
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
常
識

に
安
住
す
る
と
沈
滞
あ
る
の
み
。

新
技
術
の
開
発
と
既
存
技
術
の
改

善
の
両
方
に
成
果
が
な
け
れ
ば
明

日
を
生
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
卒

業
研
究
ま
た
は
大
学
院
で
の
研
究

を
行
う
こ
と
は
、
研
究
者
・
技
術

者
と
し
て
の
芽
を
育
む
意
味
で
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

研
究
室
の
大
学
院
生
は
、
企
業

参
加
の
多
い
学
会
で
の
研
究
発
表

を
通
じ
て
、
各
研
究
に
つ
い
て
学

外
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

研
究
の
方
向
性
や
内
容
を
再
認
識

で
き
る
よ
う
な
研
究
ス
タ
イ
ル
を

立
て
て
実
践
し
て
い
ま
す
の
で
、

高
い
行
動
力
が
自
慢
。
選
手
一
人

ひ
と
り
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
弱
点
の
克
服
を
考
え
な

が
ら
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

現
２
０
０
ｍ
の
日
本
記
録
保
持

者
で
短
距
離
界
の
エ
ー
ス
、
新
井

初
佳
さ
ん
（
ピ
ッ
プ
フ
ジ
モ
ト
所

属
）
は
同
ク
ラ
ブ
の
出
身
で
す
。

甲
南
大
学
在
学
時
代
は
、
明
る
く

人
気
者
だ
っ
た
と
い
う
彼
女
、
今

で
は
日
本
で
最
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
に
成
長
し

ま
し
た
。

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
陸
上
競

技
部
の
活
動
を
ま
と
め
た
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
公
開
中
。

h
ttp
://w
w
w
.ca
m
.h
i-h
o
.n
e
.jp
/

tnobe/

に
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

採
用
。
こ
の
特
徴
的
な
研
究
ス
タ

イ
ル
は
、
就
職
に
も
有
効
で
す
。

現
在
、
研
究
室
は
修
士
課
程
学

生
８
名
、
学
部
学
生
８
名
、
企
業

か
ら
の
研
究
生
３
名
で
構
成
。
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

個
々
の
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。”研
究
成
果
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
研
究
者
・
技
術
者
と
し

て
の
芽
を
育
む
“
、
そ
し
て
”№
１

よ
り
も
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
１
を
目
指
す
“。
こ

の
２
点
を
大
切
に
、
今
日
も
研
究

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

法学部法学科
渡辺武文教授

『渡辺ゼミ』

Seminar

体育系

『陸上競技部』

Box Close--up

平成13年度より、
理工学部機能分子化
学科に変わります。
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Box 
Close-up 
クラブ紹介

１
９
４
９
年
創
部
。

12
月
に
は
、
51
周
年
記
念
公
演

を
大
阪
で
開
催
し
ま
す

文
化
会
能
楽
研
究
部
は
、
旧
制

甲
南
高
等
学
校
時
代
で
あ
る
１
９

４
９
年
に
創
部
。
今
年
で
51
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
能
楽
と
は
、
舞

と
歌
を
主
な
要
素
と
す
る
日
本
独

特
の
仮
面
楽
劇
の
こ
と
。

毎
年
、
６
月
に
は
関
西
学
院
大

学
・
神
戸
大
学
と
の
『
神
戸
三
大

学
合
同
舞
台
』
を
、
３
月
に
は
学

習
院
大
学
と
の
『
甲
南
大
学
・
学

習
院
大
学
定
期
交
換
舞
台
』
を
開

催
。
他
大
学
と
の
舞
台
交
流
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催
す
る

恒
例
の
『
演
劇
祭
』
で
は
、
プ
ロ

の
能
楽
師
の
方
を
交
え
、
舞
囃
子

（
能
楽
な
ど
の
演
奏
の
拍
子
を
と
っ

た
り
、
舞
台
の
気
分
を
も
り
た
て

る
伴
奏
音
楽
）や
能（
猿
楽
か
ら
発

展
し
た
歌
舞
劇
）を
上
演
。
昨
年
は

「
田
村
」「
賀
茂
」「
清
経
」
な
ど
の

演
目
を
上
演
、
好
評
を
博
し
ま
し

た
。仲

良
く
、
け
じ
め
の
あ
る
練
習

を
常
に
心
が
け
て
い
る
能
楽
研
究

部
。
普
段
は
学
生
を
中
心
に
、
舞

台
前
に
は
能
楽
師
の
方
の
指
導
を

受
け
て
演
技
全
体
の
完
成
度
を
高

め
ま
す
。
仕
舞（
能
な
ど
で
演
舞
・

演
技
す
る
こ
と
）や
謡（
能
楽
の
詞

章
に
節
を
つ
け
て
う
た
う
こ
と
）

な
ど
、
能
楽
練
習
場
で
日
々
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
、
12
月
17
日
に
は
創
部
51

周
年
記
念
公
演
を
大
阪
能
学
会
館

で
開
催
、「
安
達
原
」
や
「
船
弁
慶
」

を
上
演
す
る
予
定
。
ど
ん
な
舞
台

を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
今
か
ら

注
目
さ
れ
ま
す
。

文化系

『能楽研究部』

Box Close--up

人
類
の
未
来
を
、「
歴
史
」
と
「
地
域
・
環
境
」
か
ら

見
つ
め
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

文
学
部
は
現
在
、
日
本
語
日
本
文
学
科
、
英
語
英
米
文

学
科
、
社
会
学
科
、
人
間
科
学
科
の
４
学
科
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、『
歴
史
文
化
学
科
』
の
誕
生
に
よ
り
、
５

学
科
と
な
り
ま
す
。『
歴
史
文
化
学
科
』
は
日
本
史
、
ア
ジ

ア
史
、
西
洋
史
の
各
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
歴
史
学
と
、
地

域
の
特
質
を
追
究
す
る
人
文
地
理
学
と
民
族
学
の
専
門
研

究
者
が
”人
類
の
歴
史
遺
産
と
地
域
“の
テ
ー
マ
の
も
と
、

未
来
志
向
の
研
究
を
展
開
す
る
学
科
で
す
。
そ
し
て
そ
の

特
色
は
歴
史
と
い
う
時

間
軸
と
、
地
域
・
環
境
と

い
う
空
間
軸
を
併
せ
持

つ
こ
と
。
と
り
わ
け
甲

南
大
学
が
立
地
す
る
神

戸
の
歴
史
文
化
に
着
目

し
、
地
域
の
未
来
創
造

に
寄
与
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
た
教
育
・
研
究

を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。 ２

０
０
１
年

新
生
甲
南
大
学
誕
生

KONAN 
21

15

理
学
と
工
学
の
融
合
で
、
次
代
の
サ
イ
エ
ン
ス
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
見
つ
め
る

純
粋
理
学
と
応
用
理
学
の
融
合
か
ら
、
新
た
な
自
然
科

学
の
世
界
へ
。理
学
部
か
ら
理
工
学
部
へ
の
移
行
に
よ
り
、

学
部
の
性
格
は
”応
用
系
“の
色
彩
が
強
ま
り
、
時
代
の
変

化
や
科
学
技
術
の
新
た
な
展
開
の
も
と
で
、
社
会
的
要
請

に
、
よ
り
応
え
ら
れ
る
教
育
研
究
を
目
指
し
ま
す
。

　
理
工
学
部
は
、
物
理
学
科
、
生
物
学
科
、
機
能
分
子
化

学
科
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
４
学
科
で
構
成
。
次
代

の
科
学
・
技
術
に
対
応
し
た
創
造
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
重
視
し
、新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

日本語日本文学科�

文 学 部 �

理工学部�

経済学部�

法 学 部 �

経営学部�

英語英米文学科�

社会学科�

人間科学科�

歴史文化学科�

経済学科�

法学科�

経営法学科�

経営学科�

物理学科�

生物学科�

機能分子化学科�

情報システム工学科�

理
学
部

在
学
生
の
み
な
さ
ん
へ

２
０
０
１
年
度
よ
り
、

文
学
部
に『
歴
史
文
化
学
科
』が
誕
生
。

理
学
部
は『
理
工
学
部
』と
し
て

ス
タ
ー
ト

ブック 

 紹 介�

甲南大学の�
教員が執筆した�

松岡正章著
成文堂　
￥6,500（税別）

『量刑法の生成と展開
量刑法研究第ニ巻』

久武哲也著
地人書房　
￥9,000（税別）

『文化地理学の系譜』

高龍秀著
東洋経済新報社
￥3,200（税別）

『韓国の経済システム
国際資本移動の拡大と構造改革の進展』

高石恭子・
小林哲郎・
杉原保史編集
ミネルヴァ書房
￥2,200（税別）

『大学生がカウンセリン
グを求めるとき
――こころのキャンパスガイド』

現
在
、
理
学
部
に
在
学
す
る
学

生
諸
君
に
つ
い
て
は
、
在
学
中
は

現
在
の
ま
ま
の
所
属
で
あ
り
、
現

在
の
各
学
科
の
所
定
の
単
位
を
修

得
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
学
科
で
あ

っ
て
も
学
士（
理
学
）に
な
り
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
に
卒
業

証
明
が
必
要
な
と
き
も
「
理
学
部

○
○
学
科
」の
卒
業
証
明
書
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
は「
理
学

部
長
」
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文

書（
た
と
え
ば
卒
業
証
書
）に
、
平

成
13
年
度
か
ら
は「
理
工
学
部
長
」

名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
実
質
的
に
は
従
来
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

甲
南
大
学
は
開
学
以
来
、
学
部
・
学
科
の
充
実
を

は
か
り
、
現
在
の
５
学
部
・
大
学
院
を
擁
す
る
総
合

大
学
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
21
世
紀
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
甲
南
大
学
は
さ
ら
に
新
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
を
持
つ
”学
び
“の
創
造
を
目
指
し
て
、
２
０

０
１
年
度
４
月
、
文
学
部
に
『
歴
史
文
化
学
科
』
を

新
設
し
、
理
学
部
を
理
工
学
部
に
改
編
し
ま
す
。



間
科
学
専
攻
修
士
課
程
を
開
設
し
ま
し

た
が
、
学
生
の
多
く
は
臨
床
心
理
士
を

目
指
し
、
修
士
課
程
修
了
後
も
博
士
後

期
課
程
で
学
び
た
い
と
い
う
要
請
が
強

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
臨
床
心
理
学
の
発
展
を
支
え
る
人
材
養
成
を
目
指

し
て
、
２
０
０
１
年
度
に
人
文
科
学
研
究
科
人
間
科
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
を
設
置
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
博
士
後
期
課

程
で
臨
床
心
理
学
を
修
め
た
場
合
、
病
院
や
開
業
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
多
く
の
心
理
臨
床
の
実
践
現
場
や
、
研
究
者
と
し
て
大
学

な
ど
の
教
育
研
究
機
関
へ
の
就
職
の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
弁
論
大
会
〈
弁
論
の
部
〉
で
、

文
学
部
人
間
科
学
科
・
奥
村
祐
加
さ
ん
が

第
１
位
を
獲
得

６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
大
学

医
学
部
ド
イ
ツ
語
研
究
会
・
関
西
ド
イ

ツ
文
化
セ
ン
タ
ー（
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
―

Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）主
催
の
、

第
５
回
ド
イ
ツ
語
弁
論
大
会
に
お
い
て

文
学
部
人
間
科
学
科
３
年
次
の
奥
村
祐

加
さ
ん
が
、
弁
論
の
部
の
第
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
言
葉
の
可
能

性
」。
聞
く
こ
と
や
、
相
手
の
た
め
に
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
軸

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
言
葉
の
可
能
性
に
つ
い
て

熱
く
弁
論
し
ま
し
た
。
奥
村
さ
ん
は
昨
年
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
大
学
の
夏
期
語
学
講
座
に
参
加
。
今
年
９
月
に
は
同
大

学
へ
１
年
間
の
留
学
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
語
学
習
得
や
心
理

学
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
達
と
の
交
流
が
楽
し
み

と
い
う
奥
村
さ
ん
。
留
学
後
は
大
学
院
に
進
み
、
臨
床
心
理
士

の
資
格
を
取
得
し
た
い
そ
う
で
す
。

２
０
０
０
年
度

甲
南
大
学
教
育
懇
談
会
を
開
催

６
月
24
日
、
甲
南

大
学
本
校
舎
に
お
い

て
２
０
０
０
年
度
甲
南
大
学
教
育

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
人
数
は
６
２
３
人
。
懇
談
会

は
、

沢
英
成
学
長
に
よ
る
「
挨

拶
」
と
各
学
部
長
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
就
職
部
長
で
あ
る

渡
邊
和
俊
経
営
学
部
教
授
に
よ
る

講
演
会
に
は
い
り
ま
し
た
。「
最
近
の
就
職
戦
線
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
渡
邊
部
長
の
話
に
、
皆
さ
ん
、
興
味
深
く
聞
き
入

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
学
部
別
に
よ
る
学
修
相
談
、

就
職
相
談
等
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
同
じ
く
熱
心
な
話
し
合
い

の
場
に
。
そ
の
後
、
図
書
館
や
情
報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の

大
学
施
設
の
見
学
と
、
歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
な
ど
に
よ
る
学
生

の
課
外
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
南
大
学
教
育
懇
談
会

は
、
参
加
者
か
ら
「
大
変
わ
か
り
や
す
い
講
演
だ
っ
た
」「
父

母
と
大
学
の
関
わ
り
は
薄
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
う

し
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
大
学
の
こ
と
や
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」「
充
実
し
た
講

演
が
聞
け
て
満
足
」
等
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
好
評
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
度
、
人
文
科
学
研
究
科
に

人
間
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
を
設
置

甲
南
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
で
は
１
９
９
９
年
に
人

TOPICS

英語英米文学専攻�

日本語日本文学専攻�

修士課程� 博士後期課程�

応用社会学専攻�

人間科学専攻� 人間科学専攻�

英語英米文学専攻�

日本語日本文学専攻�

応用社会学専攻�
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●
東
海
地
区
大
学
教
育
懇
談
会

【
日
時
】
10
月
22
日（
日
）13
時
〜

【
場
所
】
名
古
屋
市
国
際
サ
ロ
ン（
毎
日
ビ
ル
９
Ｆ
）

甲
南
大
学
へ
は
、
愛
校

心
の
湧
く
大
学
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
入
学
し
ま

し
た
。
大
学
生
活
で
は
、

留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
団
体

（
学
外
）
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
経
営
学
部
学
生

協
議
会
で
の
新
入
生
歓
迎

セ
ミ
ナ
ー
、
卒
業
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
の
裏
方
等
を
通

し
て
、
多
く
の
友
人
、
先

輩
、
後
輩
、
先
生
方
と
出

会
い
ま
し
た
。

出
会
い
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
甲
南
大
学
で
す
が
、

私
が
考
え
る
甲
南
ス
ピ
リ

ッ
ツ
と
は
「
何
事
も
自
分
１
人
で
成
し
遂
げ
た
と
思

わ
ず
、
常
に
周
り
の
人
達
に
感
謝
す
る
心
を
持
つ
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
甲
南
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
そ
う
い
っ
た
人
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、

今
の
私
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

大
学
時
代
、
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
多
く
の
子
供
達
と
出
会
い
、

友
情
を
育
み
な
が
ら
助
け
合
う
、

思
い
や
り
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
つ
く

れ
ま
し
た
。
子
供
達
と
信
頼
し
あ

え
る
関
係
を
築
き
、
ま
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
培
え
た
こ
と
が
自
分

に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
私
が
育
ん
だ
甲
南

ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
「
自
由
と
助
け
合

い
の
友
情
」。
社
会
の
中
で
人
と
協

調
し
て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
う

し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
甲
南
大
学

の
自
由
な
学
風
は
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
機

会
と
出
会
い
を
多
く
与
え
て
く
れ
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ

ん
に
も
、
後
悔
し
な
い
よ
う
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

世
代
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
る

経営学部 4年次

伊達 絢子
あ や こ

さん

甲
南

ス
ピ
リ
ッ
ツ

松下興産株式会社
人事部人事課勤務

勝山 嘉久さん

1
9
9
7
年

1
9
9
7
年

経
営
学
科
入
学

法
学
部

法
学
科
卒
業

（設置認可申請中）



お 便 り 募 集 の お 知 ら せ �

10
月

11
月

12
月
１
月

求む国際人
進む国際化と
甲南大の国際教育

●甲南大学　
国際交流プログラム

編
集
後
記

空
が
澄
み
わ
た
り
、
秋
風
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
創
刊
号
は

お
か
げ
さ
ま
で
多
方
面
の
読
者
の
皆

様
か
ら
の
思
い
が
け
な
い
反
響
を
い

た
だ
き
、
ま
た
ご
父
母
の
方
々
か
ら

も
57
通（
８
月
末
現
在
）の
お
便
り
を

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

▼
今
回
の
特
集
「
大
学
生
活
の
実
際
」

は
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
そ
れ
を
も
と

に
甲
南
大
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。
創
刊
号
以
上

に
力
を
入
れ
た
内
容
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
工
夫
し
た
つ
も
り
で
す
。
ま

た
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
▼
次
号

で
は
、
21
世
紀
を
迎
え
「
国
際
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
甲
南
大
学
の
国
際
性
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
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EVENT GUIDE

■故・山本栄治教授追悼講演会（10/７）
■秋期公開講座（10/14-11/18）
■図書館ライブ・コンサート（10/19）
■経営学部開設40周年記念講演会（10/21）
■東海地区大学教育懇談会（10/22）
■甲南-イリノイプログラム
開設25周年記念公開講演会（10/31）

■第36回摂津祭
演武祭・体育祭（11/22）
演劇祭
〈会場：西宮市民会館アミティホール〉（11/22）
New Age Festival・体育祭（11/23）
学術祭〈講師：ゾマホン・ルフィン氏〉（11/24）
Campus Festival・プロコンサート
〈電撃ネットワーク他出演〉（11/25）
■音楽祭（11/26）
■個別入試相談会（11/25）
■1・2年次父母就職説明会（11/25）

■講義一旦終了（12/22）
■冬期休暇開始（12/25）

■冬期休暇終了（1/6）
■講義再開（1/9）

35
年
越
し
の
夢
が
か
な
い
、

一
部
復
帰
を
果
た
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

５
月
20
日
、
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
が
神
戸
大
学
に
勝
利
し
、

35
年
ぶ
り
に
関
西
大
学
一
部
リ
ー
グ
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
天
皇
杯
出
場
、
今
年
に
入
っ
て
の
一
部
復
帰
と
絶
好
調

の
サ
ッ
カ
ー
部
。「
勝
つ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
け
ば
、

必
ず
そ
れ
な
り
の
結
果
は
出
る
は
ず
。
全
国
で
活
躍
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
桂
監
督
。
こ
れ
か
ら
の
サ
ッ

カ
ー
部
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

軟
式
野
球
部
が
２
年
ぶ
り
に

22
回
目
と
な
る
全
日
本
大
会
出
場

体
育
会
軟
式
（
準
硬
式
）
野
球
部
が
、
８
月
17
日
か
ら
長
崎
で

開
催
さ
れ
た
第
52
回
全
日
本
大
学
準
硬
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出

場
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
、
攻
守
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
近
畿

六
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
を
31
年
ぶ
り
に
全
勝
で
制
し
、
続
く
関
西

大
会
も
、
見
事
、
強
豪
大
学
を
破
り
、
全
日
本
大
会
へ
出
場
。
残

念
な
が
ら
２
回
戦
で
九
州
産
業
大
学
に
惜
敗
、
今
後
の
活
躍
が
一

層
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
０
年
度
前
期
末
卒
業
式
・

学
位
記
授
与
式
挙
行

２
０
０
０
年
度
の
前
期
末
卒
業
式
は
９
月

20
日
午
前
10
時
か
ら
１
２
１
号
講
義
室
で
行

わ
れ
、
１
２
５
人
の
学
生
が
社
会
人
と
し
て
の

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。
各
学
部
代
表
に
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
式
辞
で
　
沢
学
長
は

新
社
会
人
へ
の
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。
文
学
部
16
人
、
理
学
部
18
人
、

経
済
学
部
22
人
、
法
学
部
32
人
、
経
営
学
部
35
人
、
大
学
院
社
会

科
学
研
究
科
修
士
課
程
法
学
専
攻
２
人
。

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

10
月
か
ら
試
験
的
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設

﹇
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
﹈

【
６
月
３
日
】
総
合
研
究
所
講
演
会
（
講
師
・
奥
村
彪
生
氏
）

【
21
日
】
図
書
館
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト

【
27
日
】
経
営
学
会
講
演
会
（
講
師
・
木
村
政
雄
氏
）

【
７
月
８
日
】
３
年
次
父
母
就
職
説
明
会

学
生
相
談
室
講
演
会
（
講
師
・
河
合
隼
雄
氏
）

【
29
日
】
社
会
人
講
座
「
言
語
と
文
化
」
開
講

【
８
月
４
日
】
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
（
５
月
ま
で
）

【
12
日
】
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
ひ
ょ
う
ご
開
講
（
９
月
10
日
ま
で
）

【
24
日
】
理
工
学
部
の
学
部
学
科
説
明
会

【
９
月
１
日
】
学
校
荒
ら
し
の
逮
捕
に
協
力
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
に
東
灘
署
か
ら
感
謝
状

【
16
日
】
社
会
人
講
習
会
「
言
語
講
座
」
開
講
（
12
月
９
日
ま
で
）

【
21
日
】
２
０
０
０
年
度
後
期
講
義
開
始

就職

情報

10
月
３
日
〜
７
日

第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

10
月
10
日
・
12
日

自
己
分
析
講
座

10
月

就
職
模
擬
テ
ス
ト（
適
性
10
月
16
日
・

19
日
／
Ｓ
Ｐ
Ｉ
10
月
23
日
・
26
日
）

10
月
下
旬

就
職
講
演
会

10
月
30
日
・
11
月
１
日
・

６
日
・
８
日
・
10
日

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
（
学
部
別
）

11
月
４
日

カ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

11
月
中
旬

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

11
月
15
日
・
16
日

論
・
作
文
対
策
講
座
①

11
月
18
日

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
懇
談
会
（
業
種
別
）

11
月
下
旬

業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

11
月
27
日
・
28
日

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座
①

11
月
30
日
・
12
月
１
日
・

２
日
・
５
日
・
６
日

第
３
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

12
月
６
日
・
７
日

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座
②
・
テ
ス
ト
12
月
14
日

12
月
13
日
〜
15
日

登
録
票
の
提
出

12
月
中
旬

公
務
員
・
教
員
合
格
報
告
会

12
月
18
日
・
19
日

論
・
作
文
対
策
講
座
②

SCHEDULE

●
厳
し
い
就
職
戦
線
に
力
点
を
置
か
れ
た
教
育
指
導
は
、

実
践
的
で
あ
り
、
父
母
と
し
て
も
力
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。（
兵
庫
県
　
経
営
学
部
・
父
）

●
子
供
が
３
年
次
と
な
り
、
や
は
り
就
職
に
関
し
て
の

記
事
が
気
に
な
り
ま
す
。
息
子
は
応
用
科
学
科
に
て
学

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
内
容
を
話
し
ま
せ
ん
の

で
、
先
輩
方
の
職
域
等
、
知
り
た
い
で
す
。
自
宅
よ
り

少
し
遠
方
と
な
り
ま
す
の
で
、
甲
南
大
学
の
こ
と
を
あ

ま
り
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
分
、
大
変
興

味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
滋
賀
県
　
理
学
部
・
母
）

●
最
近
の
甲
南
大
学
の
状
況
等
が
わ
か
る
非
常
に
良
い

冊
子
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
甲
南
関
係
者
と
私
ど

も
と
の
情
報
の
架
け
橋
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
愛
媛
県
　
理
学
部
・
父
）

●
私
達
、
親
の
学
生
時
代
と
違
っ
て
、
今
の
状
況
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
子
供
の
学
校
や
社
会
の

状
況
が
具
体
的
に
わ
か
る
情
報
誌
が
助
か
り
ま
す
。
子

供
た
ち
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
、
ま
た
具
体
的

な
問
題
点
、
ま
た
そ
の
対
策
な
ど
知
り
た
い
で
す
。

（
大
阪
府
　
経
営
学
部
・
父
）

●
平
生
釟
三
郎
氏
関
係
記
事
が
私
に
は
最
も
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
、
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
の
動
静
に
つ
い

て
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
以
上
の
記
事
の
展

皆
様
か
ら
の�

お
便
り
で
つ
く
る�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス�

「甲南 Today」では、皆様からのお便りを

募集しています。お寄せいただいたお便り

をもとに、誌上で皆様との交流を深めてま

いりたいと思います。本誌同封のはがきに

ご意見等ご記入のうえ、お送りください。

甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
で
つ
く
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
皆
様
と
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
、
さ
ら
に
ご
父
母
間
を
結
ぶ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
、第
１
号（
特
集
「
就
職
、
進
学
、
そ
れ
と
も
…
？
」）に
対
し
て
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

置
。
こ
れ
は
甲
南
大
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
応

じ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
３
号
館
１
階
の
ロ
ビ
ー
に
て
、
月
〜
金
曜

日
は
10
時
〜
16
時
、
土
曜
日
は
10
時
〜
13
時
に
開
設
。
同
じ
く
10

月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
学
生
部
・
よ
ろ
ず
相
談
箱
）
で
も
相

談
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
長
崎
県
　
文
学
部
・
父
）

●
甲
南
大
学
を
よ
り
知
る
上
で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
密
度
の
高
い
記
事
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
特
集
は
興
味
深
く
関
心
を
持
っ
て
拝
読
し
ま

し
た
。
お
写
真
、
ご
本
人
の
コ
メ
ン
ト
で
、
学
部
長
の

紹
介
を
連
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
島
県
　
経
営
学
部
・
父
）

●
子
供
か
ら
聞
け
な
い
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

て
、
興
味
深
か
っ
た
。
我
々
の
頃
と
違
い
、
就
職
も
早

く
よ
り
見
通
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
違
い
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
体
育
会
の
各
部
の
試
合
結
果
や
、

学
食
メ
ニ
ュ
ー
と
価
格
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
で
す
。（
兵
庫
県
　
法
学
部
・
父
）

●
保
護
者
と
大
学
と
を
結
ぶ
冊
子
が
出
来
て
、
大
変
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
甲
南
大
学
周
辺
の
お
店
の
紹

介
や
、
名
物
教
授
の
紹
介
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
。（
兵
庫
県
　
文
学
部
・
父
）

●
ど
の
記
事
も
、
内
容
を
よ
く
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
の
努
力
の
あ
と
が
見
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
磨
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て

い
ま
す
。（
兵
庫
県
　
経
営
学
部
・
父
）

多
数
の
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

３
年
生
対
象


